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優
れ

る

･
安
全

性
を
最
優

先
に
、

主
力

ベ
ー
ス

電
源

と
し
て

活
用

原
子
力

･
燃
料

調
達
の
安

定
性
や

経
済

性
に
優

れ
る

･
環
境

保
全
に
配

慮
し
、

ベ
ー

ス
電
源

と
し

て
活
用

石
炭
火
力

･
石
油

火
力
や
石

炭
火
力

と
比

べ
、
環

境
性

に
優
れ

、
出

力
調

整
が
容

易

･
発
電

コ
ス
ト
も

安
く
、

ミ
ド

ル
電
源

と
し

て
活
用

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火

力

･
発
電

コ
ス
ト
が

高
く
、

Ｃ
Ｏ

2
排

出
量
が
多

い

･
需
要

変
動
に
柔

軟
に
対

応
で

き
る
た

め
、

電
力
ピ

ー
ク

時
や

緊
急
時

に
活

用
石

油
火
力

･
起
動

停
止
が
迅

速
な
た

め
、

電
力
ピ

ー
ク

時
や
緊

急
時

に
活

用
揚

水
式
水

力

〔
主

な
電

源
の

位
置

付
け

〕
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○
化

石
燃

料
を

海
外

か
ら

の
輸

入
に

頼
る

日
本

は
、

一
つ

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
に

頼
る

こ
と

な
く

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

の
多

様
化

が
必

要
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
基

本
計

画
（

平
成

2
6

年
4

月
1

1
日

閣
議

決
定

）
に

お
け

る
石

炭
の

位
置

づ
け

①
位

置
付

け

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
大

き
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

が
、

地
政

学
的

リ
ス

ク
が

化
石

燃
料

の
中

で
最

も
低

く
、

熱
量

当
た

り
の

単
価

も
化

石
燃

料
の

中
で

最
も

安
い

こ
と

か
ら

、
安

定
供

給
性

や
経

済
性

に
優

れ
た

重
要

な
ベ

ー
ス

ロ
ー

ド
電

源
の

燃
料

と
し

て
再

評
価

さ
れ

て
お

り
、

高
効

率
石

炭
火

力
発

電
の

有
効

利
用

等
に

よ
り

環
境

負
荷

を
低

減
し

つ
つ

活
用

し
て

い
く

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

で
あ

る
。

②
政

策
の

方
向

性

老
朽

火
力

発
電

所
の

リ
プ

レ
ー

ス
や

新
増

設
に

よ
る

利
用

可
能

な
最

新
技

術
の

導
入

を
促

進
す

る
こ

と
に

加
え

、
発

電
効

率
を

大
き

く
向

上
さ

せ
る

こ
と

で
発

電
量

当
た

り
の

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
を

抜
本

的
に

下
げ

る
た

め
の

技
術

（
IG

C
C

な
ど

）
等

の
開

発
を

さ
ら

に
進

め
る

。
こ

う
し

た
高

効
率

化
技

術
等

を
国

内
の

み
な

ら
ず

海
外

で
も

導
入

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
地

球
全

体
で

環
境

負
荷

の
低

減
と

両
立

し
た

形
で

利
用

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

（
参

考
）

エ
ネ

ル
ギ

ー
基

本
計

画
に

お
け

る
石

炭
の

政
策

的
位

置
付

け
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2
低

品
位

炭
活

用
の

必
要

性
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2
.1

世
界

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

需
要

の
見

通
し

石
炭

は
、

世
界

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

需
要

の
1

/
4

程
度

を
占

め
て

お
り

、
2

0
3

5
年

で
は

約
1

.2
倍

に
増

加
。

発
電

電
力

量
で

は
、

約
4

0
％

以
上

を
占

め
て

お
り

、
2

0
3

5
年

で
は

約
1

.3
倍

に
な

る
見

通
し

中
国

、
イ

ン
ド

等
の

新
興

国
に

よ
る

石
炭

需
要

の
急

激
な

拡
大

に
よ

り
、

世
界

的
に

石
炭

資
源

獲
得

競
争

は
激

化

（
第

1
回

鉱
業

小
委

員
会

資
料

）
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4
3

6
4

4
6
7

2
5
0

4
0

6
3

1
7
2

5
1
4

2
3
8

4
1

6
6

4
1

6
2

9
7

4
1

6
1

7
7

2
1
3

4
7

6
0

7
3

2
9
5

1
5
6

1
9
0

1
3
9

5
0
4

1
7
2

4
5
7 4

3
6

1
9
6

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

石
油

天
然

ガ
ス

無
煙

炭
＋

瀝
青

炭
亜

瀝
青

炭
褐

炭

可
採

年
数

（
年

） 1
9
9
6

1
9
9
9

2
0
0
2

2
0
0
5

2
0
0
8

2
0
1
1

石
炭

2
.2

可
採

埋
蔵

量
の

内
訳

と
炭

種
別

可
採

年
数

の
推

移

可
採

埋
蔵

量
の

半
数

が
低

品
位

炭
で

あ
り

、
現

在
の

火
力

発
電

所
の

燃
料

で
あ

る
瀝

青
炭

等
の

高
品

位
炭

は
可

採
年

数
が

急
激

に
減

少

亜
瀝

青
炭

に
つ

い
て

も
火

力
発

電
所

で
の

使
用

量
増

加
等

に
よ

り
減

少
傾

向

可
採

年
数

11
8年

8,
91

5
億

t

確
認

埋
蔵

量

図
世

界
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
資

源
可

採
年

数
の

推
移

出
典

：
W

E
C

、
”S

u
rv

e
y

o
f 

E
n

e
rg

y
R

e
s
o
u

rc
e
s
 2

0
1

3
”

図
世

界
の

石
炭

埋
蔵

量
出

典
：

W
E

C
、

”
S

u
rv

e
y

o
f 

E
n

e
rg

y
R

e
s
o
u

rc
e
s
 2

0
1

3
”

〔
2
0
1
1
年
末
〕

褐
炭

,
２

,０
１

０
億

t

亜
瀝

青
炭

 ２
,８

７
３

億
t

瀝
青

炭
無

煙
炭

 ４
,０

３
２

億
t

8
,9

1
5

億
t
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2
.3

石
炭

・
原

油
・

L
N

G
の

価
格

動
向

図
燃

料
価

格
の

推
移

石
炭

は
、

原
油

、
Ｌ

Ｎ
Ｇ

に
比

べ
単

位
発

熱
量

当
た

り
の

価
格

は
低

位
で

安
定

（
原

油
：

4
.4

倍
、

L
N

G
：

3
.9

倍
)

米
国

の
シ

ェ
－

ル
ガ

ス
革

命
に

よ
る

一
般

炭
の

輸
出

量
増

加
な

ど
に

よ
り

、
市

況
軟

化
し

て
い

る
も

の
の

、
長

期
的

に
見

れ
ば

、
世

界
的

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

消
費

の
増

大
や

高
品

位
炭

の
資

源
量

減
少

な
ど

か
ら

、
将

来
的

に
は

需
給

が
タ

イ
ト

化
し

て
、

価
格

上
昇

の
懸

念

（
第

1
回

鉱
業

小
委

員
会

資
料

）
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３
石

炭
利

用
に

お
け

る
課

題
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石
炭

は
、

今
後

も
重

要
な

電
源

の
一

つ
（

調
達

の
安

定
性

、
経

済
性

）

課
題

ｏ
化

石
燃

料
の

中
で

も
Ｃ

Ｏ
２

排
出

量
が

多
い

⇒
ク

リ
ー

ン
コ

ー
ル

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
開

発
（

A
-
U

S
C

、
IG

C
C

、
C

C
S

な
ど

）

ｏ
資

源
ナ

シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム

に
よ

る
輸

出
制

限
や

価
格

高
騰

に
よ

る
高

品
位

炭
確

保
の

困
難

化
⇒

炭
種

拡
大

低
品

位
炭

の
活

用
（

亜
瀝

青
炭

、
褐

炭
）

上
流

権
益

の
確

保

ｏ
石

炭
灰

の
処

理
⇒

石
炭

灰
の

有
効

活
用

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
混

和
材

、
土

壌
・

地
盤

改
良

材
な

ど
）

３
石

炭
利

用
に

お
け

る
課

題

図
日

本
の

電
源

種
別

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
C

O
2

の
比

較
出

典
：

電
気

事
業

連
合

会
資

料

図
当

社
の

石
炭

灰
発

生
量

と
利

用
実

績〔
石

炭
灰

利
用

実
績

：
2

0
1

3
年

度
〕

〔
石

炭
灰

発
生

量
〕

6
5
0

6
6
3

7
3
3

6
4
1

7
4
0

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

（年
度

）

石 炭 灰 発 生 量 〔 千 ト ン 〕

9
%

2
1

%

4
9

%

2
2

%

セ
メ

ン
ト

処
理

埋
立

販
売

資
材

化
処

理
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4
褐

炭
の

高
度

利
用

技
術

開
発
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4
.1

豪
州

褐
炭

の
特

徴

豊
富

な
埋

蔵
量

○
約

３
７

２
億

ト
ン

⇒
長

期
安

定
調

達

良
質

な
性

状

○
低

灰
分

⇒
灰

処
理

負
荷

軽
減

豪
州

の
積

極
性

と
安

定
性

○
現

在
は

現
地

採
掘

地
点

で
の

発
電

燃
料

に
限

ら
れ

て
お

り
、

ビ
ク

ト
リ

ア
州

政
府

は
褐

炭
の

輸
出

商
材

化
に

よ
り

、
地

域
の

経
済

発
展

や
雇

用
面

に
貢

献
す

る
開

発
に

強
い

期
待

○
日

本
と

も
地

理
的

に
近

く
、

政
情

が
安

定

⇒
長

期
安

定
調

達

豪
州

ビ
ク

ト
リ

ア
褐

炭
開

発
は

埋
蔵

量
及

び
現

地
政

府
の

積
極

性
な

ど
長

期
安

定
確

保
の

観
点

か
ら

有
益

豪
州

ビ
ク

ト
リ

ア
州

褐
炭

田
豪

州
ビ

ク
ト

リ
ア

州
褐

炭
田

図
世

界
の

褐
炭

埋
蔵

量

ド
イ

ツ

中
国

豪
州

カ
ザ

フ
ス

タ
ン

ロ
シ

ア

3
7

2
億

ト
ン

2
,0

1
0

億
ト

ン

セ
ル

ビ
ア

ア
メ

リ
カ

図
世

界
の

低
品

位
炭

成
分

※
出

典
：

Al
la

rd
ic

e
C

on
su

lti
ng

資
料

※
出

典
：

W
EC

, “
W

or
ld

En
er

gy
R

es
ou

rc
es

20
13

”

真
発

熱
量

=2
M

J 
/ k

g

水
分

（
％

）

灰
分

（
％

）

ス
ペ

イ
ン

豪
州
ビ
ク

ト
リ
ア
州

褐
炭

真
発

熱
量

=2
M

J 
/ k

g

水
分

（
％

）

灰
分

（
％

）

ギ
リ

シ
ャ

（
メ

ガ
ロ

ポ
リ

ス
）

ギ
リ

シ
ャ

（
プ

ト
レ

マ
イ

ス
）

ド
イ

ツ

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

ア
メ

リ
カ
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4
.1

豪
州

褐
炭

の
特

徴

豪
州

褐
炭

は
豊

富
な

賦
存

量
・

低
灰

分
な

ど
の

特
徴

に
よ

り
、

石
炭

火
力

発
電

燃
料

と

し
て

長
期

安
定

調
達

・
灰

処
理

負
荷

軽
減

効
果

が
期

待
で

き
る

一
方

、
高

水
分

、
高

自

然
発

火
性

な
ど

か
ら

、
日

本
へ

の
原

炭
輸

送
、

使
用

は
困

難

褐
炭

は
改

質
す

る
こ

と
に

よ
り

、
瀝

青
炭

並
み

に
価

値
の

高
い

石
炭

と
な

る
可

能
性

有

→
現

地
で

の
改

質
技

術
の

開
発

が
必

要

貯
蔵

・
輸

送
困

難
自

然
発

火
性

が
高

い

輸
送

効
率

低
水

分
が

多
い

灰
処

理
負

荷
軽

減
瀝

青
炭

と
比

較
し

灰
分

が
少

な
い

デ
メ

リ
ッ

ト

（
開

発
課

題
）

長
期

安
定

調
達

埋
蔵

量
が

膨
大

（
世

界
の

約
２

割
弱

）

メ
リ

ッ
ト
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4
.2

技
術

開
発

の
取

り
組

み
状

況
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4
.2

.1
技

術
開

発
の

概
要

高
水

分
、

高
自

然
発

火
性

、
低

灰
分

と
い

う
特

徴
を

有
す

る
豪

州
褐

炭
を

日
本

で
活

用

で
き

る
よ

う
に

現
地

で
改

質
し

、
安

全
に

日
本

に
運

び
発

電
燃

料
と

し
て

利
用

〔
乾

燥
〕

褐
炭

は
水

分
が

多
い

た
め

乾
燥

し
て

水
分

を
適

正
水

準
ま

で
低

減
〔

乾
留

〕
乾

燥
し

た
褐

炭
を

蒸
焼

き
に

し
て

、
適

正
な

炭
素

分
と

ガ
ス

成
分

に
調

整

〔
成

型
〕

乾
留

処
理

後
、

一
定

の
大

き
さ

に
成

形
加

工
す

る
こ

と
で

自
然

発
火

を
抑

制
及

び
可

搬
性

向
上

現
地

発
電

所

〔
原

料
〕

褐
炭

(原
炭
)

褐
炭

(原
炭
)

乾
留

ガ
ス

乾
燥

瀝
青

炭
代

替
品

(火
力

発
電

)
乾

燥
乾

燥

〔
研

究
開

発
領

域
〕

熱
〔

製
品

〕

乾
留

炭

改
質

炭

乾
燥

炭
動

力
(電

気
)

成
型

装
置

成
型

装
置

乾
燥

装
置

乾
燥

装
置

乾
留

装
置

乾
留

装
置

熱
燃

焼
装

置
燃

焼
装

置

豪
州

ビ
ク

ト
リ

ア
州

で
実

施
豪

州
ビ

ク
ト

リ
ア

州
で

実
施

日
本

で
利

用
日

本
で

利
用
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4
.2

.2
日

豪
国

際
協

力
体

制
と

技
術

開
発

状
況

2
0

0
9

年
度

：
ビ

ク
ト

リ
ア

州
政

府
第

一
産

業
省

と
褐

炭
開

発
に

お
け

る
戦

略
的

研
究

開
発

に
つ

い
て

趣
意

書
（

Ｌ
Ｏ

Ｉ
）

を
締

結
し

、
日

豪
国

際
研

究
体

制

を
構

築

九
州

大
学

と
の

共
同

研
究

（
３

ヵ
年

：
ラ

ボ
試

験
）

で
改

質
技

術
に

よ
り

瀝
青

炭
と

同
等

品
質

に
な

る
こ

と
を

確
認

2
0

1
0

年
度

：
Ｎ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
委

託
事

業
を

受
託

、
事

業
性

概
略

評
価

を
実

施
（

２
ヵ

年
）

2
0

1
3

年
度

：
他

の
石

炭
ユ

ー
ザ

ー
と

協
力

し
て

、
国

内
に

て
改

質
要

素
技

術
に

つ
い

て
パ

イ
ロ

ッ
ト

試
験

を
実

施

Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ

ク
リ

ー
ン

コ
ー

ル
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
推

進
事

業
「

未
利

用
炭

調

査
と

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
検

討
」

改
質

炭
Ｗ

Ｇ
に

、
他

の
石

炭
ユ

ー
ザ

ー

等
と

共
に

参
加

し
、

改
質

炭
製

造
コ

ス
ト

試
算

を
実

施

   

 
 

九
州

大
学

 

褐
炭

高
度

利
用

 

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
委

員
会

研
究

テ
ー

マ
毎

に

連
携

 

 

豪
州

州
研

究
実

施
組

織
 

(モ
ナ

ッ
シ

ュ
大

学
、

H
R

L
他

) 

 
 

豪
州

ビ
ク

ト
リ

ア
州

政
府

 
 

 
九

州
電

力
 
総

合
研

究
所

 
 

Ｌ
Ｏ

Ｉ
(趣

意
書

)締
結

 

共
同

研
究

支
援

 
共

同
研

究
支

援
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4
.2

.3
ラ

ボ
試

験
に

お
け

る
改

質
炭

の
評

価  

図
乾

留
実

験
装

置
（

九
州

大
学

）

改
質

技
術

改
質

技
術

改
質

技
術

ﾋ
ﾞｸ

ﾄ
ﾘ
ｱ
褐

炭
(高

水
分

・
自

然
発

火
性

)
改

質
炭

(低
水

分
、

低
発

火
性

)

改
質

技
術

改
質

技
術

改
質

技
術

ﾋ
ﾞｸ

ﾄ
ﾘ
ｱ
褐

炭
(高

水
分

・
自

然
発

火
性

)
改

質
炭

(低
水

分
、

低
発

火
性

)

九
州

大
学

と
の

共
同

研
究

（
ラ

ボ
試

験
）

で
改

質
技

術
に

よ
り

瀝
青

炭
と

同
等

品
質

に

な
る

こ
と

を
確

認

改
質

炭
(低

水
分

、
低

発
火

性
)

改
質

炭
※

２
瀝

青
炭

6
.4

2
.7

2
6

.3
2

7
.3

6
4

.8
5

5
.3

2
.5

2
.0

2
.5

1
4

.7

同
程

度
の

品
質

※
２

：
４

０
０

℃
で

乾
留

改
質

炭
(低

水
分

、
低

発
火

性
)

改
質

炭
※

２
瀝

青
炭

6
.4

2
.7

2
6

.3
2

7
.3

6
4

.8
5

5
.3

2
.5

2
.0

2
.5

1
4

.7

同
程

度
の

品
質

※
２

：
４

０
０

℃
で

乾
留

ﾋ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾘ
ｱ
褐

炭

水
分

〔
％

〕
5

5
.9

ガ
ス

成
分

〔
％

〕
2

4
.0

炭
素

成
分

〔
％

〕
1

9
.5

燃
料

比
※

１
0

.8

灰
成

分
〔

％
〕

0
.6

※
１

：
炭

素
成

分
／

ガ
ス

成
分

の
比

率

ﾋ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾘ
ｱ
褐

炭

水
分

〔
％

〕
5

5
.9

ガ
ス

成
分

〔
％

〕
2

4
.0

炭
素

成
分

〔
％

〕
1

9
.5

燃
料

比
※

１
0

.8

灰
成

分
〔

％
〕

0
.6

※
１

：
炭

素
成

分
／

ガ
ス

成
分

の
比

率

改改
質質

灰
反

応
コ

ン
テ

ナ
S

U
S

メ
ッ

シ
ュ

で
仕

切
っ

た
各

コ
ン

テ
ナ

に
褐

炭
資

料
を

充
填
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ラ
ボ

試
験

で
確

認
し

た
改

質
技

術
の

実
用

化
を

目
指

し
、

2
0

1
3

年
度

に
ベ

ン
チ

ス

ケ
ー

ル
で

の
要

素
技

術
確

認
試

験
（

パ
イ

ロ
ッ

ト
試

験
）

を
実

施
し

、
実

用
化

に
向

け
た

適
用

技
術

に
つ

い
て

一
定

の
開

発
可

能
性

を
得

る
と

共
に

、
技

術
課

題
を

確
認

要
素

技
術

の
見

極
め

に
よ

る
全

体
プ

ロ
セ

ス
の

最
適

化

燃
焼

性
安

全
性

成
型

乾
留

乾
燥

最
終

製
品

に
お

け
る

燃
焼

性
・

灰
特

性
の

把
握

に
よ

る
実

機
ボ

イ
ラ

ー
利

用
可

能
性

の
確

認

改
質

炭
の

最
終

荷
姿

（
形

態
）

に
お

け
る

安
全

性
の

確
認

乾
留

炭
の

バ
イ

ン
ダ

レ
ス

成
型

技
術

の
確

認
乾

留
装

置
の

豪
州

褐
炭

へ
の

適
合

性
確

認
目

標
乾

燥
速

度
を

達
成

す
る

乾
燥

技
術

の
確

立

石
炭

燃
焼

実
証

炉
で

改
質

炭
の

燃
焼

試
験

の
実

施
目

標
と

す
る

品
質

に
お

け
る

改
質

炭
サ

ン
プ

ル
の

自
己

発
熱

性
の

分
析

・
評

価

成
型

試
験

装
置

で
の

サ
ン

プ
ル

製
作

及
び

成
型

に
よ

る
強

度
の

確
認

目
標

と
す

る
品

質
の

改
質

炭
製

造
及

び
製

造
プ

ロ
セ

ス
の

確
認

最
適

低
温

乾
燥

技
術

の
特

定
と

試
作

機
運

転
試

験
に

よ
る

性
能

評
価

実 施 内 容目 標

石
炭

燃
焼

実
証

炉

低
温

乾
燥

試
験

装
置

乾
留

炭
乾

留
炭

乾
留

試
験

装
置

原
炭

原
炭

原
炭

サ
ン

プ
ル

（
ビ

ク
ト

リ
ア

褐
炭

）

乾
燥

炭
乾

燥
炭

成
型

試
験

装
置

乾
留

炭
乾

留
炭乾

留
炭

乾
留

炭

乾
燥

炭
乾

燥
炭

(( 成
型

炭
成

型
炭

))

安
全

性
分

析
装

置

乾 燥 炭乾 燥 炭
乾

燥
炭

乾
燥

炭

4
.2

.4
パ

イ
ロ

ッ
ト

試
験

に
お

け
る

研
究

成
果

と
今

後
の

課
題

図
パ

イ
ロ

ッ
ト

試
験

の
目

標
と

実
施

内
容

（
試

験
設

備
フ

ロ
ー

）

3
0

0
k
g

2
.5

t/
h

3
0

0
k
g
/
h
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■■
乾乾

燥燥

（
成

果
）

加
熱

空
気

に
よ

る
褐

炭
を

予
熱

・
乾

燥
す

る
方

式
で

目
標

乾
燥

速
度

を
達

成

（
課

題
）

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
時

に
想

定
さ

れ
る

褐
炭

流
動

性
な

ど
の

確
認

4
.2

.4
パ

イ
ロ

ッ
ト

試
験

に
お

け
る

研
究

成
果

と
今

後
の

課
題

■■
乾乾

留留

（
成

果
）

乾
留

実
験

炉
で

の
運

転
試

験
に

よ
り

、
安

定
的

に
目

標
成

分
の

乾
留

炭
を

製
造

（
課

題
）

大
型

乾
留

炉
で

の
安

全
・

安
定

運
転

条
件

の
確

認

熱
風

熱
媒

油

攪
拌

翼

排
気

(空
気

＋
水

分
）

循 環 系 統

プ
レ

ー
ト

ヒ
ー

タ

褐
炭

充
填

層

乾
燥

炭
取

出
口

空
気

＋

水
分

熱
風

と
熱

媒
油

で
褐

炭
を

加
熱

し
、

空
気

と
共

に
水

分
を

系
外

に
持

出
す

仕
組

み

運
転

条
件

１

運
転

条
件

２

運
転

条
件

３

運
転

条
件

４

 

乾
 

留
 

炉
 

乾
燥

炭

乾
留

炭
 

乾
燥

炭
を

乾
留

(熱
分

解
)す

る
こ

と
で

成
分

を
調

整

乾
留

温
度

水 分 量

時
間

目
標

乾
燥

速
度

目
標

乾
燥

速
度

VM %

揮 発 分目
標

揮
発

分

乾
留

温
度

と
炭

材
揮

発
分

の
関

係
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■■
成成

型型

（
成

果
）

改
質

炭
は

結
合

剤
を

添
加

し
な

け
れ

ば
成

型
が

困
難

で
あ

る
こ

と
を

確
認

。
一

方
製

造
途

中
の

乾
燥

炭
は

成
型

可
能

性
を

確
認

（
課

題
）

乾
燥

、
乾

留
工

程
で

の
最

適
な

成
型

タ
イ

ミ
ン

グ
、

方
法

に
つ

い
て

検
討

4
.2

.4
パ

イ
ロ

ッ
ト

試
験

に
お

け
る

研
究

成
果

と
今

後
の

課
題

■■
安

全
性

安
全

性

（
成

果
）

改
質

炭
固

有
の

安
全

性
と

し
て

は
、

瀝
青

炭
と

同
等

の
安

定
性

を
確

認
改

質
炭

一
定

レ
ベ

ル
の

堆
積

状
態

で
の

安
全

性
に

つ
い

て
は

、
粒

径
や

含
水

な
ど

に
よ

る
安

定
性

の
違

い
を

確
認

（
課

題
）

最
終

的
な

改
質

炭
の

荷
姿

で
の

、
安

全
性

の
評

価
と

さ
ら

な
る

安
定

化
処

理
技

術
の

検
討
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■
燃

焼
性

■
燃

焼
性

（
成

果
）

瀝
青

炭
と

比
較

し
て

良
好

な
燃

焼
性

を
確

認
、

さ
ら

に
、

N
O

ｘ
、

S
O

x

の
発

生
量

や
燃

焼
灰

中
の

含
有

水
銀

が
少

な
い

な
ど

、
高

い
環

境
性

能
を

確
認

一
方

で
、

燃
焼

灰
中

ア
ル

カ
リ

成
分

に
よ

る
ボ

イ
ラ

障
害

の
可

能
性

を
確

認

（
課

題
）

灰
中

に
含

有
さ

れ
る

ア
ル

カ
リ

成
分

を
低

減
す

る
方

策
と

し
て

、
製

造
プ

ロ
セ

ス
、

及
び

発
電

所
運

用
サ

イ
ド

か
ら

の
検

討

4
.2

.4
パ

イ
ロ

ッ
ト

試
験

に
お

け
る

研
究

成
果

と
今

後
の

課
題

石
炭

燃
焼

実
証

炉
石

炭
燃

焼
実

証
炉

炉炉 内内 状状 況況

石
炭

燃
焼

実
証

炉
石

炭
燃

焼
実

証
炉

炉炉 内内 状状 況況

燃
料

比
[ 

-
]

項
目

9
8

.3

9
9

.3

9
9

.4

燃
焼

効
率

[%
]

7
.9

2
.7

1
.8

灰
中

未
燃

分
[%

]

1
5

4

1
1

4

1
3

1

N
O

x
[p

p
m

]

2
0

5

1
4

1

1
6

2

S
Ｏ

x
[p

p
m

]

1
.8

3
.7

2
.2

瀝
青

炭

改
質

炭

3
.0

灰
分

[w
t%

(d
b
)]

項
目

0
.0

6

0
.9

5

1
.2

4

ア
ル

カ
リ

率
[ 

-
]

>1
,6

0
0

1
,1

8
0

1
,2

5
0

溶
融

温
度

[℃
]

0
.6

8

0
.2

1

0
.1

5

水
銀

[m
g
/
k
g
(d

b
)]

1
6

.7

5
.6

瀝
青

炭

改
質

炭
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4
.2

.5
技

術
的

課
題

の
解

決
に

む
け

た
今

後
の

取
組

み

燃
焼

性

実
証

設
備

の
プ

ロ
セ

ス
の

構
築

灰
中

に
含

有
さ

れ
る

ア
ル

カ
リ

成
分

を

低
減

す
る

方
策

と
し

て
、

製
造

プ
ロ

セ

ス
、

及
び

発
電

所
運

用
サ

イ
ド

か
ら

の

検
討

最
終

的
な

改
質

炭
の

荷
姿

で
の

安
全

性

の
評

価
と

さ
ら

な
る

安
定

化
処

理
技

術

の
検

討

乾
燥

、
乾

留
工

程
で

の
最

適
な

成
型

タ

イ
ミ

ン
グ

、
方

法
に

つ
い

て
検

討

主
要

技
術

課
題

全
体

シ
ス

テ
ム

最
適

化
全

体

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

灰
付

着
性

評
価

確
認

試
験

、
灰

溶
融

特
性

確
認

試
験

ア
ル

カ
リ

成
分

低
減

製
造

プ
ロ

セ
ス

検
討

混
炭

等
改

質
炭

運
用

検
討

低
揮

発
分

で
の

燃
焼

試
験

比
較

炭
と

の
安

全
性

比
較

・
評

価

最
終

荷
姿

で
の

安
全

性
評

価

安
定

化
処

理
可

能
性

検
討

安
全

性

成
型

し
た

乾
燥

炭
を

乾
留

し
強

度
を

確
認

結
合

剤
の

選
定

及
び

成
型

し
た

乾
留

炭
の

強
度

確
認

成
型

実
施

内
容

項
目

平
成

2
5

年
度

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

試
験

結
果

よ
り

抽
出

し
た

技
術

的
課

題
に

つ
い

て
取

組
み

そ
の

他
試

験
(新

規
開

発
装

置
に

つ
い

て
の

確
認

試
験

)

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
時

に
想

定
さ

れ
る

褐

炭
流

動
性

な
ど

の
確

認

新
規

開
発

に
伴

う
課

題

褐
炭

流
動

性
等

確
認

評
価

試
験

乾
燥

実
施

内
容

項
目
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4
.2

.6
褐

炭
高

度
利

用
に

よ
る

経
済

性
評

価

改
質

炭
コ

ス
ト

目
標

を
高

品
位

炭
（

瀝
青

炭
）

価
格

の
8

割
と

し
て

、
現

地
調

査
や

基
礎

研
究

に
基

づ
く

改
質

炭
仕

上
原

価
を

試
算

し
た

結
果

、
技

術
の

動
向

、
原

炭
価

格
、

イ
ン

フ
ラ

費
用

な
ど

に
も

依
る

が
、

一
定

の
経

済
性

を
確

認

豪
州

ビ
ク

ト
リ

ア
州

褐
炭

は
低

灰
分

か
つ

低
S

分
の

特
性

を
有

す
る

石
炭

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

改
質

炭
を

日
本

の
石

炭
火

力
発

電
所

で
利

用
し

た
場

合
、

石
炭

灰
処

理
及

び
排

煙
脱

硫
処

理
の

コ
ス

ト
低

減
効

果
も

期
待

（
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

の
優

位
性

）

【【
経

済
性

概
略

評
価

経
済

性
概

略
評

価
】】

・
原

炭
・

採
掘

コ
ス

ト

・
改

質
製

造
コ

ス
ト

（
設

備
費

、

運
転

費
等

）

・
イ

ン
フ

ラ
コ

ス
ト

＊

を
含

め
、

年
間

生
産

量
1

千
万

ト
ン

規
模

で
の

改
質

炭
原

価

(コ
ス

ト
)を

試
算

＊
ク

ィ
ー

ン
ズ

ラ
ン

ド
州

の
既

設
イ

ン
フ

ラ
を

調
査

し
、

鉄
道

、
港

湾
設

備
利

用
な

ど
各

々
経

費

調
査

し
、

最
大

コ
ス

ト
を

算
入

図
改

質
炭

原
価

(コ
ス

ト
)、

価
格

イ
メ

ー
ジ

イ
ン

フ
ラ

コ
ス

ト

設
備

費

運
転

費

原
炭

コ
ス

ト

採
掘

コ
ス

ト

イ
ン

フ
ラ

コ
ス

ト

原
炭

コ
ス

ト

利
　

益

利
　

益

価
格

ア
ド

バ
ン

テ
ー

ジ

改
質

炭
瀝

青
炭

改
質

炭
製

造
コ

ス
ト

⇒
技

術
開

発
で

コ
ス

ト
　

 ダ
ウ

ン
が

必
要

灰
処

理
コ

ス
ト

灰
処

理
コ

ス
ト

〈
瀝

青
炭

市
場

価
格

〉

改
質

炭
１

ト
ン

当
た

り
数

ド
ル

の
コ

ス
ト

ダ
ウ

ン
・

イ
ン

パ
ク

ト

〈
改

質
炭

価
格

〉

採
掘

コ
ス

ト
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4
.2

.7
今

後
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

運
転

試
験

技
術

研
究

組
合

現
地

実
証

事
業

会
社

Ｆ
Ｓ

＋
実

証
機

建
設

実 証 計 画 提 案

技
術

的
課

題
へ

の
対

応

2
0

1
2

/
1

2
2

0
1

3
/
3

2
0

1
4

/
3

実
証

フ
ェ

ー
ズ

（
豪

州
）

ﾊ
ﾟ
ｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ

ﾊ
ﾟ
ｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ

試
験

試
験

プ
レ

F
S

事
前

事
前

技
術

検
証

技
術

検
証

次
ス

テ
ッ

プ
へ

の
判

断

実
証

に
向

け
た

準
備

イ
ン

フ
ラ

開
発

可
能

性
確

認

評評
価価

実
証

計
画

提
案

に
向

け
た

Ｆ
Ｓ

・
日

豪
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
強

化
・

プ
レ

環
境

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
１

次
Ｆ

Ｓ
（

事
業

性
評

価
）

図
実

証
機

イ
メ

ー
ジ

実
証

に
向

け
た

技
術

検
証

実
証

に
向

け
た

技
術

検
証

次
の

ス
テ

ッ
プ

（
実

証
フ

ェ
ー

ズ
→

商
業

化
）

に
向

け
、

褐
炭

改
質

プ
ロ

セ
ス

実
用

化
に

向
け

た
技

術
的

課
題

の
解

決
に

着
実

に
取

り
組

む
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（
参

考
）

次
ス

テ
ッ

プ
に

お
け

る
イ

ン
フ

ラ
整

備
/
将

来
展

望

〔
イ

ン
フ

ラ
整

備
〕

実
証

ﾌ
ｪ
ｰ
ｽ
ﾞ
に

お
け

る
豪

州
～

日
本

ま
で

の
改

質
炭

輸
送

に
お

け
る

課
題

抽
出

・
対

応

ビ
ク

ト
リ

ア
州

内
の

既
存

輸
送

イ
ン

フ
ラ

を
活

用
し

た
改

質
炭

輸
送

時
の

問
題

点
・

課
題

を
整

理
し

、
対

策
の

検
討

が
必

要

商
業

化
時

に
お

け
る

大
規

模
改

質
炭

輸
送

現
時

点
で

の
改

質
炭

の
想

定
生

産
量

は
年

間
１

,０
０

０
万

ト
ン

を
想

定
し

て
お

り
、

輸
送

に
耐

え
う

る
イ

ン
フ

ラ
整

備
が

必
要

〔
将

来
展

望
〕

技技
術術

(( 日
本

日
本

))
事事

業業

(( ビ
ク

ト
リ

ア
州

内
ビ

ク
ト

リ
ア

州
内

))

ﾋ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾘ
ｱ
州

側
ﾋ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾘ
ｱ
州

側

雇
用

・
経

済
成

長
雇

用
・

経
済

成
長

日
本

側
日

本
側

燃
料

安
定

調
達

燃
料

安
定

調
達

市市
場場

(( 日
本

日
本

))

イ
ン

フ
ラ

イ
ン

フ
ラ

(( ﾋ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾘ
ｱ
州

ﾋ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾘ
ｱ
州

))
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ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
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